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1. はじめに

『毎日を「いい日だった」で終えられていますか？』

心理学者セリグマンが提唱した「毎晩 3つのいいこと

を思い出す」という習慣には、幸福度を高める効果が

あるとされている。しかし、従来の日記ではネガティ

ブなことの方が思いつきやすいという問題点が挙げら

れる。本作品はこの問題を解決し、幸福度を高めるこ

とのできる新たな日記のシステムである。

2. 作品概要

「はなうた日和」は「いいこと」を書くと花が咲く

日記アプリと、それに連携された花瓶型のハードウェ

アで構成される。ハードウェアを用いた花の見た目や

香りによって日記の継続を促したり、アプリでの AIサ

ポート機能によってポジティブ思考を促したりする。

3. 「はなうた日和」の機能

3.1 「いいこと」に合った花を生成

その日に日記に書いた内容に合った花言葉を持つ花

が、季節の数種類の花から 1日 1輪選ばれて咲く。ま

た、「いいこと」の数によって花の色の濃淡も変化する。

3.2 花束の生成

1 か月間でユーザーが日記に記録した「いいこと」

が咲かせた花は花束となり、「いいこと」が可視化され

た花束を見て成長を感じることができる。

3.3 ハードウェア

花瓶型ハードウェアは、部屋に溶け込むインテリア

となり、視覚、嗅覚から幸せを与える。ディスプレイ

では、アプリと連携して咲いた花の様子が見られ、搭

載されたアロマディフューザーにより花の香りで癒さ

れることもできる。

3.4 AIサポート機能

「いいこと」は何気ない日常にあるのに、気づけな

いことは多い。そこで「はなうた日和」では、AIを用

いたネガティブなことをポジティブに捉えなおすリフ

レーミング機能や、質問項目を選択するだけで日記が

完成する機能などにより「いいこと」の発見をサポー

トし、手軽な日記を実現している。

4. システム構成

5. おわりに

学校でクラスにハードウェアを設置し実証実験を行

った。「いいこと」を見つけて、みんなで一つの花瓶を

育てることができ、前向きな心を育むこともできた。

また、30%ほど生まれてしまう廃棄のお花を活用して実

際にお花を届けることを検討している。

図 3 システム構成図

図 2 アプリの UIイメージ

図 1 生成される花の例

5 はなうた日和
いいことだけを書く日記×花×AI

豊田
伊藤 　桃（4 年）　志比田 悠翔（4 年） 
髙栁 　湊（4 年）　清水 嘉人（5 年）
山本 琉介（2 年）　都築 啓太（教員）

自
由
部
門

46

はじめに

近年、日本では人口減少と高齢化が進み、農業従事

者が年々減少しています。また、農業には長年の経験

で培われた技術や「コツ」といった言語化しにくいノ

ウハウが多く、その継承が困難なため、新規の農業者

が参入しにくいという課題があります。農業法人では、

熟練者の退職によって技術が失われるリスクや、新人

教育に時間とコストがかかることも問題視されていま

す。

そこで私たちは、栽培が難しいイチゴ農業に焦点を

当て、熟練者のノウハウを可視化した 対話型アプ

リ「 」を開発しました。

「 」は、熟練者が無意識に行っている作業

や判断基準を「見える化」し、言葉にしにくいコツを

「言語化」、そして時間や場所を問わず熟練の技を学べ

る「共有・学習」を可能にするシステムです。

新規事業者は，熟練者の視点や判断基準が可視化され

ることで，最適な収穫時期などを理解しやすくなり，

熟練農家では，言葉で説明するのが難しかった自身の

技術が自動的に言語化されるため，後継者に確実に技

術を伝えられるようになります。

システム概要

データ収集

データ収集のために特別な操作は必要ありません。熟

練者の視線や手の動きをアイカメラと センサーで

記録し、音声データから作業者の意図を抽出します。

また、作業の様子が直接見えない場面でも、

技術のフレーム補完機能を用いて、連続

的に情報を理解し、情報量を増やすことができます。

特徴点抽出・説明文作成

物体検知や動作検出を行い、視点や手の動きから暗

黙知となっていた本質的な「コツ」を抽出します。抽

出した情報をもとに、 （大規模言語モデル）のシス

テムを用いて説明文を自動的に文章化します。

アプリケーション

図 に示されているような、

多くの人に普及しているチャッ

トボット形式で提供するため、

新規の農業者でもスムーズに利

用を開始できます。ウェブアプ

リケーション形式なので、スマ

ートフォンやタブレットなど

様々な媒体で確認することがで

きます。不明な点があれば、

チャットに質問を入力する

だけで、熟練者が持つ技術を得られます。

処理の流れ

本システムの処理の流れを図 に示します。

アイカメラ、 センサー、映像、音声から得られた

多角的な情報は、フレーム補完、物体認識、視線マッ

ピングを経て整形されます。その後、整形された知識

データは 化され、 システムの情報源となるよ

うに変換されます。 アプリケーションでは、ユー

ザーが入力したチャットの内容を サーバーに問い

合わせます。 サーバーは、 によって検索され

た情報に基づいて、問い合わせ内容に回答します。

おわりに

「 」は、農業の知恵を次世代につなぐた

めの強力なツールです。あなたも「 」を使

って、スマートな農業を始めてみませんか？

図図 アアププリリ画画面面

図図 シシスステテムム構構成成図図
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